
平成２5年度

前期

４月・イギリス産業革命
４月・アメリカ独立革命
５月・フランス革命
５月・反動と改革
６月・国民国家への道
７月・西アジア社会の変革
７月・インド東南アジアの植民
地化
９月・東アジアの変動
９月・帝国主義の時代
９月・高度資本主義の時代

年間授業計画

授業内容の方法

授業の目標

 後期

１０月・世界の分割と植民地化
１０月・民族運動と列強の時代
１０月・２０世紀の特質
１０月・社会生活の変化
１１月・第一次世界大戦
１１月・ロシア革命
１２月・ベルサイユ体制と欧米
諸国
１２月・民族主義の新展開
１月・ファシズムの台頭
２月・第二次世界大戦

現代の世界史　　山川出版社
ダイアローグ世界史図表　　第一学習者

教科・科目名

使用テキスト

　　教科書

　　副教材

2授業時間数／週社会科　世界史Ａ 　普通科３年

科目設定の趣旨に則り１７・１８世紀まではポイントを絞り説明し、１９世紀からは
通史学習を行い現代までつながっている時代の流れを覚えさせる。

１７・１８世紀は資料集、板書を中心に授業を進め多くのエピ
ソードを交えながら生徒の興味を引く。１９世紀からは教科書を
使いながら、歴史の流れを意識させる。

評価方法に
ついて

試験　80点　　評点20点



平成25年度 　　　　　世界史Ａ　　３年　年間学習計画

学期　月
配当時間

単元　項目　学習内容 学習のねらい　ポイント 学習活動　（評価方法）

前期
４月
配当時間
5時間

近代の欧米社会

１．イギリス産業革命

２．アメリカ独立革命

産業革命の背景、展開、影
響について把握させる。

アメリカ独立革命の背景、展
開を理解させる。

産業革命によってもたらさ
れた人類の生活の変化に
ついて関心を高めている。

授業の態度
発問と評価
課題の提出

5月
配当時間
5時間 ３．フランス革命

４．反動と改革
フランス革命からナポレオン
時代、続く１９世紀前半の
ヨーロッパ社会について把
握させる。

ヨーロッパの伝統的秩序と
その崩壊について関心を
高め、意欲的に学習させ
る。

６月
配当時間
6時間 ５．国民国家への道

６．アメリカ大陸

１９世紀後半の欧米諸国で
国民統合が進み、市民社会
が形成されたことを理解させ
る。

自由主義や国民主義によ
る国民統合について関心
を高め、市民社会のあり方
を意欲的に学習している。

７月
配当時間
４時間

ヨーロッパ進出とアジア

１．西アジア社会の変革

２．インド・東南アジアの植民
地化

ヨーロッパの進出による世界
の一体化が、アジアの従属
化や変革をもたらすように
なっていたことえお理解させ
る。

アジア諸国が欧米諸国に
従属していった経緯につい
て関心を高め、意欲的に学
習している。

９月
配当時間
５時間

３・東アジアの変動

４．帝国主義の時代

５．高度資本主義と大衆社会

帝国主義時代の社会的特
色を把握させ、アジア・アフ
リカなど地球規模で植民地
化が進行していったことを理
解させる。

帝国主義時代の特色につ
いて関心を高め、その矛盾
について意欲的に学習し
ている。



後期
１０月
配当時間
５時間

６．世界の分割と植民地化
７．民族運動と列強の対立

現代世界と日本
１．２０世紀の特質

２．社会生活の変化

２０世紀の社会的特色を考
えさせ文化や国民のあり方
について考えさせる。

２０世紀の社会的特色に関
心を高め現代世界につい
て意欲的に学習しようとし
ている

１１月
配当時間
６時間

３．民主化と国民国家

二つの世界大戦

１．第一次世界大戦と
ロシア革命

第一次世界大戦によっても
たらされた影響と、大戦後の
国際秩序の問題点を理解さ
せる。

第一次世界大戦が人類社
会に犠牲をもたらしたことに
関心を高め、その原因と現
状について意欲的に学習
している。

１２月
配当時間
４時間 ２．ベルサイユ体制と

欧米諸国

３．民族主義の新展開

第一次世界大戦後のアジア
の民族運動の高揚を把握さ
せる。

第一次世界大戦後の国際
秩序について関心を高め、
その矛盾について意欲的
に学習している。

１月
配当時間５
時間 ４．ファシズムの台頭

ファシズム台頭の背景と展
開を理解させる。

ファシズムの背景や特色に
ついて意欲的に学習しよう
としている。

２月
配当時間
５時間 ５．第二次世界大戦

第二次世界大戦の背景と展
開を理解させ、その意義を
理解させる。

日本人として、第二次世界
大戦に主体的な関心を高
め、意欲的に学習しようとし
ている。

３月
配当時間
時間


